
 先⽇、ある��の授業を��させていただく��がありました。そこには、５年前に�が
担任をした当時⼩�２年⽣だった�供たち（現在は中�１年⽣）がいます。２年⽣だった当
時は、�、⼩さくて�の�ぐらいの��でした。そして、��っこく��のない笑�で、�
慮なくなんでも�しかけてくるような�供たちでした。�でもいろいろな�来事や⼀�⼀�
の�と�前をはっきりと思い�せるような���い�供たちだったのです。
 さて、「どうなっているかな。」と、ワクワクしながら��に�ると、「あれ�あの�は�
だったかな�」。あんなに思い��い�供たちだったのに�く⼀�⼀�の�前を思い�せま
せん。それほど、中�⽣になった�供たちの��が⼤きかったのです。体は�くほど⼤きく
なり、�つきはすっかり⼤�っぽくなっていました。そして何よりも、落ち�いて丁寧な�
葉づかいで��する�は２年⽣の時にはなかったものでした。�から成�に�動したひと時
でした。

 �めて、��の�供たちの１年前、あるいは、�年前の�を思い�かべてみました。４⽉
の�には児�⾨で�いてお�さんから離れようとしなかった�が、いつの間にか当たり前の
ように⼀�で�いて��しています。かけ算��を�えなかった２年⽣が⾃��々で「�い
て」と、得�そうに唱えてくれます。�跳び、��でも同�です。�年前は�の��年の�
と同じようにランドセルが⼤きく⾒え、��こくおしゃべりしていた�供たちは、�ではラ
ンドセルが⼩さく⾒えるようになり、⼤�と�し�離をとるような６年⽣になりました。
 ご��で⽬の前のお��だけを⾒ていると、なかなか、その�の成�に気付かないもので
す。時には、１年前、あるいは�年前の�を思い�してみたり、��を⾒てお�さんと�し
�ったりしてみてはいかがでしょうか。きっとお�さんの成�を�じられるはずです。そし
て、お�さん⾃�にとっても、成�を��したり、それを温かく�められたりしたことが⾃
�や⾃⼰肯��を�めること、そして、�来への希�につながるでしょう。また、そうした
お�の�が温かく�めてくれたような�し�を他者にもできるようになるのではないでしょ
うか。
 そう�えると、�供と�わり、その成�を⽬の当たりにすることができる「��（��
て）」とは、苦労もありますが、�からやりがいのあることだと�めて思います。
 �年度、地域の��、保�者の��には、「�供を�てるパートナー」として、ご理�・
ご協⼒をいただき、�にありがとうございました。��は、��も、�供や��のすばらし
さを⾒つめながら��を�ってまいります。�年度も、ぜひ、よろしくお願いいたします。
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時には、��を�り�ってみませんか。



※★�のある⽇は、
 スクールカウンセラー
 の来�⽇です。

※３⽉も予告なしの��
 ��を��します。

�の時間の内�について
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 昨年度の３⽉�と同�、
４⽉�１�の予�のみ掲�
いたします。��は、�年
度発⾏の��だより４⽉�
をご�照ください。
 また、４⽉７⽇（⽉）の
��式は、在�⽣は�列す
ることはできません。ご了
�ください。


